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このような絵表示は、注意（警告を含む）しなければならない内容です。

注意

安全のために必ずお守りください

絵表示について
この取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいた
だき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな
絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■ お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

■ 表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示で区分し、説
明しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ

れる内容」を示しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容お

よび物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

このような絵表示は、禁止（やってはいけないこと）の内容です。

禁止

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

必ず行う

警告

安全上のご注意 （別冊の「安全上のご注意」もお読みください。）

禁止

走行中にテレビやビデオを見ない

運転者がテレビやビデオを見るときは、必ず安全
な場所に車を停車させてください。走行中にテレ
ビやビデオを見ると前方不注意となり、交通事故
の原因となります。

[使用方法]
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禁止

運転中に操作をしない

画質の調整を行うときは、画面を長く見る必要が
あります。自動車の運転中に操作をしないでくだ
さい。前方不注意となり交通事故の原因となりま
す。操作は、必ず安全な場所に車を停車させて
行ってください。

警告
[使用方法]

禁止

故障のまま使用しない

画面が映らない、音が出ないなどの故障の状態で
使用しないでください。必ずお買い上げの販売店
にご相談ください。そのままご使用になると事
故・火災・感電の原因となります。

[異常時の処置]

禁止

異常のまま使用しない

万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に異物
が入った・水がかかったなど異常が起こりました
ら、ただちに使用を中止し、必ずお買い上げの販
売店にご相談ください。そのままご使用になると
事故・火災・感電の原因となります。

必ず行う

ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

規定容量の
ヒューズを

ヒューズを交換するときは、必ず表示された規定
容量のヒューズをご使用ください。規定容量以上
のヒューズを使用すると、火災の原因となります。

注意

必ず行う

モニター部にヒーター熱を当てない

モニター部にヒーターの熱を当てないでください。
そのままご使用になるとモニター部が高温になり、
故障や火傷の原因となることがあります。

[使用方法]
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●この説明書の中の画面は一例です。実際の製品の
画面は、性能・機能改善のため、予告なく変更す
ることがあります。

メ モ

組み合わせたシステムやモードの
切り換えによって、一部操作が異
なります。組み合わせたシステム
やモード ( 6 ページ) に合った
項目をお読みください。
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モニターの正しい使いかた 46
故障かな？と思ったら 48
リセットについて 49
保証書とアフターサービス 50
仕 様 51
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安全走行のために
本機は、パーキングブレーキのON/OFFを検知しており、走行中にテレビやビデオ
の映像を見ることができないようになっています。(走行中は次のようなメッセージ
が表示されます。）また、走行中に設定メニュー ( 34ページ) は操作できません

例：テレビを見ようとしたとき

このようなメッセージは、安全な場所に停車して、パーキングブレーキをかけると
解除されます。

組み合わせるシステムについて
本機は組み合わせるシステムによって、一部の操作が異なります。

(1 ) パイオニア製のDVDナビゲーションシステムと組み合わせる場合

●本機は、NAVI MASTERモード ( 取付説明書) で使用します。

●操作は、本機とDVDナビゲーションで行います。 ( 別冊の「DVDリコモン
で操作する」)

(2 ) パイオニア製のIP-BUS入力付きメインユニットと組み合わせる場合

●本機は、AUDIO MASTERモード ( 取付説明書) で使用します。

●音声は、メインユニットのテレビソースから出力されます。

●操作は、本機とメインユニットで行います。
(メインユニットでの操作については 28ページ)

(3 ) お手持ちのFM付きカーステレオと組み合わせる場合

●本機は、TV MASTERモード ( 取付説明書) で使用します。

●音声は、カーステレオのラジオのFMから出力されます。

●操作は、すべて本機で行います。

DVDナビゲーションシステム「AVIC- D9000」または「AVIC- D7000」
と組み合わせた場合は
●「AVIC-D9000」および「AVIC-D7000」の説明書に、本機と組み合わせ
た場合の操作方法が記載されています。それぞれの説明書を参照して、正
しく操作してください。
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リモコンの準備

必ず、［黒の濃さ］や液晶画面の明るさを調整してください
液晶モニターは、構造上きれいに見える角度が限られていますが、左右方向の角度
は［黒の濃さ］を調整することで変えることができます。初めてお使いになるとき
は、画面がきれいに見えるように、見る角度に合わせて［黒の濃さ］を調整してく
ださい。また、液晶の画面自体の明るさも変更できますのでお好みに応じて調整し
てください。 ( 36、37ページ)

バッテリー上がりを防ぐために
本機をお使いになるときは、必ず車のエンジンをかけてください。車のエンジンが
かかっていないときに本機を使用すると、バッテリーが消耗します。

リモコンに電池を入れる
リモコンを裏返して電池ホルダーを取り出
し、リチウム電池 (CR2032) を、ª側を上
にしてセットします。

●リモコンの操作可能範囲が狭くなってきたと
きは、新しい電池と交換してください。

リモコン取り扱い上のご注意
●リモコンを直射日光の当るところに長時
間放置すると、高温により変形・変色し
たり、故障する恐れがあります。使用し
ないときは、直射日光の当らないところ
に保管してください。

●本機のリモコン受光部に直射日光が当って
いると、リモコンの操作ができないときが
あります。このようなときは、リモコン
を受光部に近づけて操作してください。

●付属の電池は充電できません。
●リモコンを長い間使わないときは、電池
を取り出してください。取り出した電池
は、幼児の手の届かないところに保管し
てください。

●電池の液もれが起こったときは、内部に
ついた液をよくふき取ってから、新しい
電池と入れ換えてください。

共
　
　
通
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ボリューム

q VOLUMEボタン
内蔵スピーカー (!1) の音量を調整できます。

w NAVI電源ランプ
20ピンRGB入力 ( 取付説明書) に接続
したナビゲーションの電源が入っているとき
に、橙色に点灯します。

e外光センサー
周囲の明るさを感知します。本機では、周
囲の明るさに合わせて、自動的に液晶画面
の明るさを調整することができます。
( 37ページ)

rリセットボタン ( 49ページ)

オープン/クローズ

t 0ボタン ( 10ページ)
モニター部の立ち上げと収納を行うことがで
きます。

yリモコン受光部

スピーカーセレクト

u SP.SELボタン ( 44ページ)
内蔵スピーカーから出力される音声を選ぶこ
とができます。

ビジュアルセレクト

i V.SELボタン
( 12、14、16、22、24、26ページ)
見たい映像に切り換えることができます。

チャンネル

o CHボタン ( 13、15、17ページ)
テレビのチャンネルなどを切り換えることが
できます。

ワイドモード

!0WIDE MODEボタン ( 42ページ)および
メニュー

MENUボタン ( 34ページ)
ワイド画面の拡大のしかたを変えることがで
きます。
また、設定メニューを選ぶことができます。

!1内蔵スピーカー
テレビの音声やナビゲーションのガイド音声
が出力されます。

チャンネルコール

!2 CH CALLボタン ( 20ページ)および
ベストステーションズシーケンシャルメモリー

BSSMボタン ( 18ページ)
受信中のチャンネルなどの情報を表示させる
ことができます。
また、受信状態の良いチャンネルを、自動的
に記憶させることができます。

メニュー

!3 MENUボタン ( 34ページ)
設定メニューを選ぶことができます。

!4 5 / ∞ /2 / 3ボタン
設定MENUなどを5/∞/2/3ボタンで調整
することができます。

バンド

!5 `ボタン ( 16ページ)
テレビのバンドを選ぶことができます。

アングル

!6 ANGLEボタン ( 11ページ)
立ち上がったモニター部の角度を調節するこ
とができます。

マルチプレックス

!7 MPXボタン ( 21ページ)
主音声または副音声だけを聞くことができ
ます。

!8動作モード切り換えボタン
2秒以上押すごとに、メインユニットと本機
のモードに切り換えができます。
メインユニットのモードに切り換えると、メ
インユニットの音量調整やBAND切り換え
が操作できます。
メインユニットモードでお使いの場合に、リモ
コンの電池を交換したときは本機のモードにな
ることがあります。その場合はもう一度切り
換えてください。

qVOLUMEボタン (ナビゲーションがONの場
合)、rリセットボタン、t 0ボタン以外のボタ
ンは、モニター部が収納された状態では働きませ
ん。モニター部を立ち上げてから ( 10ページ)
操作してください。
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モニター部を立ち上げる / 角度を

モニター部が自動的に立ち上
がらない場合は
本体 リモコン

0ボタンを押す 0ボタンを2 秒以上
押す

秒

1 車のエンジンを
かける

自動開閉機能 ( メモ) により、自動的
にモニター部が立ち上がります。

0ボタン

0ボタン ANGLEボタン
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準
備

3 モニター部を
本体に収納する

本体 リモコン

0ボタンを押す 0ボタンを2 秒以上
押す

秒

調節する / 収納する

モニター部を収納するときは、モニター
部が完全に収納されたことを確認してく
ださい。モニターが途中で止まってし
まった場合、そのまま放置すると故障す
ることがあります。

●モニター部は自動開閉機能によって、次のように
動作します。
＊モニター部を立ち上げたまま車のエンジン
スイッチをOFFにすると、OFFにしてから約
6秒後にモニター部が本体に収納されます。
再びエンジンスイッチをON (またはACC) にす
ると、自動的にモニター部が立ち上がります。

＊NAVI MASTERモードの場合は、ナビゲー
ションの電源をONにすると、約2秒後に自
動的にモニター部が立ち上がります。
( 12、22ページ)

＊自動開閉機能は、解除することもできます。
( 41ページ)

●本体にモニター部を収納して車のエンジンスイッ
チをOFFにしたときは、再びエンジンスイッチを
ON (またはACC) にしてもモニター部は立ち上がり
ません。0ボタンを押して立ち上げてください。

●立ち上がったモニター部を後ろに下げることもで
きます (セットバック機能)。( 41ページ)

●ナビゲーションの電源がONの場合は、ナビゲー
ションのガイド音声以外の音声を内蔵スピーカー
から出力していても、モニター部を本体に収納す
るとナビゲーションのガイド音声に切り換わりま
す。再び、モニター部を立ち上げれば収納前の音
声に戻ります。

メ モ

2 画面を見やすい角度に
調節する

画面を上向きにするとき

ANGLEボタンを押す

画面を下向きにするとき

角度の調節は、手動で行わないでください。
モニター部に強い力が加わると、故障する
ことがあります。

●調節したモニター部の角度は記憶され、再び
モニター部を立ち上げたときは、自動的に調
節した角度になります。

メ モ

共
　
　
通



(１) パイオニア製のDVDナビゲーションシステムと組み合わせた場合

テレビのふだんの操作　　●自動選局する

テ
レ
ビ
を
見
る
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1 ナビゲーションの電源を
入れる

約2秒後、モニター部が自動的に立ち上がり
ます。（自動開閉機能がONのとき)
映像をナビゲーションにしてください。
( 手順3)

2 ナビゲーションの音声ソースを
“TV”にする

ナビゲーションの映像を表示してから、DVD
ナビゲーションのリモコンのSOURCEボタン
を押して、ナビゲーションの音声ソースを
“TV”に切り換えてください。( DVDナ
ビゲーションの取扱説明書、または別冊の
「DVDリコモンで操作する」)

3 テレビの映像に
する

V.SELボタンを押す

本体 リモコン

ボタンを押すごとに次のように映像が切り
換わります。

テレビの映像

約8秒間表示されます。

TV

NAVI

VTR

テレビの映像
テレビの映像を見るとき

ナビゲーションの映像
( 22ページ)

ビデオの映像
( 22ページ)

4 メインユニットのAUXで
音声を聞く

メインユニットのAUX (外部機器) の設定を
ONにしてソースをAUXにする
(メインユニットの取扱説明書参照)
手順4、6の説明はパイオニア製のIP-BUS入
力付きメインユニットと接続した場合の操作例
です。お手持ちのFM付きカーステレオでお聞
きになる場合は、“(3) お手持ちのFM付きカ
ーステレオと組み合わせた場合 (TV MASTER
モード)”を参照してテレビの音声をお聞きく
ださい。( 16ページ)

●本機の音声出力の設定 ( 38ページ) が
“GUIDE”または“VTR”になっていると
きは、テレビの音声は出力されません。
音声出力の設定は“TV”に切り換えてく
ださい。

メ モ
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(NAVI MASTERモード)

6 メインユニットの
音量を調節する

メインユニットの取扱説明書参照

CHボタン

V.SELボタン

V.SELボタン

2/3ボタン

N
A
V
I
M
A
S
TE
R

5 チャンネルを
選局する

CHボタンまたは2/3ボタンを押す
本体 リモコン

選局方法の使い分け
手動選局 (1ステップずつ) 0.5秒未満
自動選局 0.5秒以上

● 0.5秒以上押し続けている間、途中のチャン
ネルをとばすことができます。ボタンを離
したところから自動選局を開始します。

受信チャンネル

通常は、受信チャンネルは緑色で表示されます。
ステレオ放送を受信すると“STEREO”が表
示され、受信チャンネルが黄色で表示されま
す。また、 2 ヵ国語放送を受信すると
“BILINGUAL”が表示され、受信チャンネルが
赤色で表示されます。

＋または3：チャンネルを大きくするとき

－または2：チャンネルを小さくするとき

●走行中にテレビの映像を見ることはできませんが、
テレビの各操作を行うことはできます。
(音声も聞くことができます。)

メ モ
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(２) パイオニア製のIP-BUS入力付きメインユニットと組み合わせた場合

テレビのふだんの操作 ●バンドを選ぶ　

テ
レ
ビ
を
見
る

1 メインユニットのソースを
テレビにする ( 28 ページ)

テレビの音声が出力されます。

2 テレビの映像に
する

V.SELボタンを押す

本体 リモコン

ボタンを押すごとに次のように映像が切り
換わります。

テレビの映像

約8秒間表示されます。

TV

NAVI

VTR

テレビの映像
テレビの映像を見るとき

ナビゲーションの映像
( 24ページ)

ビデオの映像
( 24ページ)

3 メインユニットで見たい
バンドを選ぶ ( 34 ページ)

メインユニットの取扱説明書参照

TV1 TV2

より多くのチャンネルを記憶できるように、
TV1とTV2に分かれています。(受信でき
るチャンネルはどちらも1～62 CHです。）

●走行中にテレビの映像を見ることはできませんが、
テレビの各操作を行うことはできます。
(音声も聞くことができます。)

●バンドを選ぶときは、必ずメインユニットでバン
ドを切り換えてください。( 28ページ)

●選局は、メインユニットでも操作できます。
( 28ページ)

メ モ

●本機の音声出力の設定 ( 38ページ) が
“GUIDE”または“VTR”になっていると
きは、テレビの音声は出力されません。
音声出力の設定は“TV”に切り換えてく
ださい。

メ モ

モニター部が収納されていた
らモニター部を立ち上げる
0ボタンを押す
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バンド切り換え / 自動選局

テ
レ
ビ
を
見
る

●自動選局する　

5 メインユニットで
音量を調節する

メインユニットの取扱説明書参照

4 チャンネルを
選局する

CHボタンまたは2/3ボタンを押す
本体 リモコン

選局方法の使い分け
手動選局 (1ステップずつ) 0.5秒未満
自動選局 0.5秒以上

● 0.5秒以上押し続けている間、途中のチャン
ネルをとばすことができます。ボタンを離
したところから自動選局を開始します。

受信チャンネル

通常は、受信チャンネルは緑色で表示されます。
ステレオ放送を受信すると“STEREO”が表
示され、受信チャンネルが黄色で表示されま
す。また、 2 ヵ国語放送を受信すると
“BILINGUAL”が表示され、受信チャンネルが
赤色で表示されます。

＋または3：チャンネルを大きくするとき

－または2：チャンネルを小さくするとき

(AUDIO MASTERモード)

CHボタン

V.SELボタン

V.SELボタン

2/3ボタン

A
U
D
IO
M
A
S
TE
R



(３) お手持ちのFM付きカーステレオと組み合わせた場合

テレビのふだんの操作 ●バンドを選ぶ　

テ
レ
ビ
を
見
る
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モニター部が収納されていた
らモニター部を立ち上げる
0ボタンを押す

2 見たいバンドを
選ぶ

`ボタンを押す

TV1 TV2

より多くのチャンネルを記憶できるように、
TV1とTV2に分かれています。(受信でき
るチャンネルはどちらも1～62 CHです。）

1 テレビの映像に
する

V.SELボタンを押す

本体 リモコン

ボタンを押すごとに次のように映像が切り
換わります。

テレビの映像

約8秒間表示されます。

TV

NAVI

VTR

テレビの映像
テレビの映像を見るとき

ナビゲーションの映像
( 26ページ)

ビデオの映像
( 26ページ)

3 カーステレオで
テレビの音声を聞く

カーステレオのラジオで、FM トランスミッ
ターで設定した周波数を受信する
( 39 ページ)
カーステレオのスピーカーからテレビの音声
が出力されます。

●本機の音声出力の設定 ( 38ページ) が
“GUIDE”または“VTR”になっていると
きは、テレビの音声は出力されません。
音声出力の設定は“TV”に切り換えてく
ださい。

●テレビの音声がFM放送と混信する場合は、
ほかの送信周波数に変えてください。
( 39ページ)

メ モ



バンド切り換え / 自動選局

テ
レ
ビ
を
見
る
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●自動選局する　

5 カーステレオで
音量を調節する

カーステレオの説明書参照

(TV MASTERモード)

CHボタン

V.SELボタン

V.SELボタン

`ボタン 2/3ボタン

TV
M
A
S
TE
R

4 チャンネルを
選局する

CHボタンまたは2/3ボタンを押す
本体 リモコン

選局方法の使い分け
手動選局 (1ステップずつ) 0.5秒未満
自動選局 0.5秒以上

● 0.5秒以上押し続けている間、途中のチャン
ネルをとばすことができます。ボタンを離
したところから自動選局を開始します。

受信チャンネル

通常は、受信チャンネルは緑色で表示されます。
ステレオ放送を受信すると“STEREO”が表
示され、受信チャンネルが黄色で表示されま
す。また、 2 ヵ国語放送を受信すると
“BILINGUAL”が表示され、受信チャンネルが
赤色で表示されます。

＋または3：チャンネルを大きくするとき

－または2：チャンネルを小さくするとき

●走行中にテレビの映像を見ることはできませんが、
テレビの各操作を行うことはできます。
(音声も聞くことができます。)

メ モ



BSSM

複数のチャンネルを記憶させる
受信状態の良いチャンネルをさがして、チャンネルの小さい順に記憶させることができます。
TV1とTV2で (NAVI MASTERのときは、TV2はありません。) それぞれ12局を一度に記憶し
ます。(TV1のバンドには、あらかじめVHF1～12 CHが記憶されています。)

テ
レ
ビ
を
見
る
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記憶させるバンドを
選ぶ

■NAVI MASTERのとき

NAVI MASTERのときは、1 バンドです

■AUDIO MASTERのとき

メインユニットの`ボタンでバンドを選ぶ ( 28 ページ)

■TV MASTERのとき

リモコンの`ボタンでバンドを選ぶ

1

BSSMを
始める2

記憶動作中に表示されます。受信状態の良
いチャンネルを自動的に記憶します。

記憶動作が終わると

記憶したチャンネルが、記憶
順に一覧表示されます。

記憶したチャンネルを
受信します。

フルフルフル

秒

BSSM ボタンを
2 秒以上押す

メ モ

●AUDIO MASTERモードの場合
は、メインユニットでも操作す
ることができます。また、好きな
記憶番号に受信中のチャンネルを
記憶させることもできます [プリ
セットメモリー] 。
( 28ページ)

●もう一度BSSMボタンを2秒以
上押すと、記憶動作を途中で解
除することができます。しかし、
記憶内容は正しく記憶されていま
せんので、再度BSSMを行って
ください。

●受信状態の良いチャンネルが、12
局より少ないときは、前の記憶
が残ることがあります。

●BSSMとは、Best Stat ions
Sequential Memory (ベスト ス
テーションズシーケンシャルメモ
リー) の略です。

●記憶させたチャンネルを受信す
るには ( 19ページ)

BSSMボタン

`ボタン



テ
レ
ビ
を
見
る
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プリセット選局

記憶させたチャンネルを受信する
記憶させたチャンネルを、本機の操作で簡単に受信することができます。

記憶させたチャンネル
を呼び出す2

記憶したチャンネル

■NAVI MASTERまたはTV MASTERのとき

リモコンの5または∞ボタンを押す

■AUDIO MASTERのとき

メインユニットの5または∞ボタンを押す ( 28 ページ)

記憶させた前の
チャンネルを呼
び出すとき

記憶させた次の
チャンネルを呼
び出すとき

チェック ◆ AUDIO MASTERモードでお使いの場合は、メインユニットで操作します。 ( 28 ページ)

`ボタン

受信するバンドを
選ぶ

■NAVI MASTERのとき

NAVI MASTERのときは、1 バンドです

■AUDIO MASTERのとき

メインユニットの`ボタンでバンドを選ぶ ( 28 ページ)

■TV MASTERのとき

リモコンの`ボタンでバンドを選ぶ

1
5/∞ボタン

共
　
　
通



受信中のチャンネルやバンドなど、現在の受信状態を表示させることができます。また、現在
のバンドに記憶されているチャンネルを、一覧表示させることもできます。

チャンネルコール/プリセット一覧

チャンネルを確認する
テ
レ
ビ
を
見
る
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表示する

●チャンネルコール表示およびプリセット
一覧表示は、約8秒間表示されます。

■チャンネルコール表示
受信中のチャンネル

■プリセット一覧表示

記憶されているチャンネル
および設定が表示されます。

フルフルフル

映像
内蔵スピーカー
の音声
( 44ページ)
バンド
主音声/副音声
( 次ページ)

トランスミッター
周波数
( 39ページ)
ワイドモード
( 44ページ)

ボタンを押すご
とに次のように
表示が切り換わ
ります。

CH CALLボタン
を押す

チャンネルコール表示

プリセット一覧表示

表示解除

CH CALLボタン



テ
レ
ビ
を
見
る
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主音声/副音声切り換え

2 ヵ国語放送の副音声を聞く
2ヵ国語放送 (音声多重放送) を受信しているときは、主音声 (日本語) や副音声 (外国語) だけを
聞くことができます。

メ モ

●AUDIO MASTERモードの場合
は、メインユニットでも操作す
ることができます。

●洋画やニュースの2ヵ国語放送のよ
うに、2種類の音声を持った放送
のことを音声多重放送といいます。

●2ヵ国語放送の場合は、一般に主
音声を日本語、副音声を外国語
(例えば英語）で放送します。(逆
の場合もあります。）

聞きたい音声を
選ぶ

ボタンを押すご
とに次のように
音声が切り換わ
ります。

MPXボタンを押す

MAIN

SUB

M＋S

主音声
日本語だけを聞けます。

副音声
外国語だけを聞けます。

主音声＋副音声
日本語と外国語の両方を聞け
ます。MPXボタン

共
　
　
通



(１) パイオニア製のDVDナビゲーションシステムと組み合わせた場合

ナビゲーションやビデオの映像を見る
い
ろ
い
ろ
な
映
像

を
見
る DVDナビゲーションを本機に接続すると ( 取付説明書)、DVDナビゲーションのモニターと

して使用することができます。また、8 mmビデオやポータブルビデオを本機の映像/音声入力
端子に接続すると ( 取付説明書)、その映像を楽しむことができます。

22

1 ナビゲーション、
ビデオの電源を入れる

DVDナビゲーションまたはビデオの説明書
参照
ナビゲーションの電源を入れると、モニ
ター部が自動的に立ち上がります。(自動開
閉機能がONのとき)
ビデオを見るときは、ナビゲーションの電
源を入れてから、ビデオの電源を入れてく
ださい。

映像をナビゲーションにしてください。
( 手順3)

V.SELボタン

V.SELボタン

NAVI電源ランプ
ナビゲーションの電源が入って
いるときに、橙色に点灯します。

2 ナビゲーションの音声ソースを
“TV”にする

ナビゲーションの映像を表示してから、DVD
ナビゲーションのリモコンのSOURCEボタン
を押して、ナビゲーションの音声ソースを
“TV”に切り換えてください。( DVDナ
ビゲーションの取扱説明書、または別冊の
「DVDリコモンで操作する」)



映像切り換え
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(NAVI MASTERモード)

※1 映像入力の設定がONになっていないときは、VTR
には切り換わりません。( 38ページ)

●メインユニットのソースをAUX以外にしたとき、
ナビゲーションまたはビデオの映像を見ながらメ
インユニットの各ソースの音声を聞くことができ
ます。

メ モ

3 ナビゲーションまたは
ビデオの映像にする

V.SELボタンを押す

本体 リモコン

ボタンを押すごとに次のように映像が切り
換わります。

TV

NAVI

VTR

テレビの映像
( 12ページ)

ナビゲーションの映像
ナビゲーションの映像を見るとき

ビデオの映像※1

ビデオの映像を見るとき

6 メインユニットで
音量を調節する

メインユニットの取扱説明書参照

N
A
V
I
M
A
S
TE
R

4 ナビゲーションまたは
ビデオの音声を出力する

■ナビゲーションのガイド音声を聞く場合
音声出力の設定を“GUIDE”にすると(
38ページ)、カーステレオのスピーカーから
ナビゲーションのガイド音声が出力されます。

■ビデオの音声を聞く場合
音声出力の設定を“VTR”にすると(
38ページ)、カーステレオのスピーカーから
ビデオの音声が出力されます。

5 メインユニットのAUXで
音声を聞く

メインユニットのAUX (外部機器) の設定
をONにしてソースをAUXにする
(メインユニットの取扱説明書参照)
手順5、6の説明はパイオニア製のIP-BUS
入力付きメインユニットと接続した場合の
操作例です。お手持ちのFM付きカーステ
レオでお聞きになる場合は、“(3) お手持ち
のFM付きカーステレオと組み合わせた場合
(TV MASTERモード)”を参照してナビゲ
ーションのガイド音声またはビデオの音声
をお聞きください。( 26ページ)

い
ろ
い
ろ
な
映
像
を
見
る
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(２) パイオニア製のIP-BUS入力付きメインユニットと組み合わせた場合

ナビゲーションやビデオの映像を見る
い
ろ
い
ろ
な
映
像

を
見
る CD-ROMナビゲーションを本機に接続すると ( 取付説明書)、ナビゲーションのモニターとして

使用することができます。また、8 mmビデオやポータブルビデオを本機の映像/音声入力端子に接続す
ると ( 取付説明書)、その映像を楽しむことができます。

1 ナビゲーションまたは
ビデオの電源を入れる

ナビゲーションまたはビデオの説明書参照

V.SELボタン

V.SELボタン

NAVI電源ランプ
ナビゲーションの電源が入って
いるときに、橙色に点灯します。

2 ナビゲーションまたは
ビデオの映像にする

V.SELボタンを押す

本体 リモコン

ボタンを押すごとに次のように映像が切り
換わります。

TV

NAVI

VTR

テレビの映像
( 14ページ)

ナビゲーションの映像※1

ナビゲーションの映像を見るとき

ビデオの映像※2

ビデオの映像を見るとき

モニター部が収納されていた
らモニター部を立ち上げる
0ボタンを押す
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映像切り換え(AUDIO MASTERモード)

※1 CD-ROMナビゲーションが20ピンRGB入力に
接続されていないときは、ナビゲーションには切
り換わりません。

※2 映像入力の設定がONになっていないときは、VTR
には切り換わりません。( 38ページ)

●メインユニットのソースをテレビ以外にしたとき、
ナビゲーションまたはビデオの映像を見ながらメ
インユニットの各ソースの音声を聞くことができ
ます。

●RCA映像/音声入力にナビゲーションを接続した
場合は、ビデオとして扱われます。

メ モ

5 メインユニットで
音量を調節する

メインユニットの取扱説明書参照

4 メインユニットのソースを
テレビにする ( 28 ページ)

A
U
D
IO
M
A
S
TE
R

い
ろ
い
ろ
な
映
像
を
見
る

3 ナビゲーションまたは
ビデオの音声を出力する

■ナビゲーションのガイド音声を聞く場合
CD-ROMナビゲーションのガイド音声は、
カーステレオのスピーカーから出力され
ません。内蔵のスピーカーから出力して
ください。
( 44ページ)

■ビデオの音声を聞く場合
音声出力の設定を“VTR”にすると(
38ページ)、カーステレオのスピーカーから
ビデオの音声が出力されます。
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い
ろ
い
ろ
な

映
像
を
見
る

(3) お手持ちのFM付きカーステレオと組み合わせた場合

ナビゲーションやビデオの映像を見る
CD-ROMナビゲーションを本機に接続すると ( 取付説明書)、ナビゲーションのモニターとし
て使用することができます。また、8 mmビデオやポータブルビデオを本機の映像/音声入力端子に接
続すると ( 取付説明書)、その映像を楽しむことができます。

V.SELボタン

V.SELボタン

NAVI電源ランプ
ナビゲーションの電源が入って
いるときに、橙色に点灯します。

2 ナビゲーションまたは
ビデオの映像にする

V.SELボタンを押す

本体 リモコン

ボタンを押すごとに次のように映像が切り
換わります。

TV

NAVI

VTR

テレビの映像
( 16ページ)

ナビゲーションの映像※1

ナビゲーションの映像を見るとき

ビデオの映像※2

ビデオの映像を見るとき

1 ナビゲーションまたは
ビデオの電源を入れる

ナビゲーションまたはビデオの説明書参照

モニター部が収納されていた
らモニター部を立ち上げる
0ボタンを押す
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映像切り換え

5 カーステレオで
音量を調節する

カーステレオの説明書参照

(TV MASTERモード)

TV
M
A
S
TE
R

い
ろ
い
ろ
な
映
像
を
見
る

4 カーステレオで
ビデオの音声を聞く

カーステレオのラジオで、FM トランスミッ
ターで設定した周波数を受信する
( 39 ページ)
カーステレオのスピーカーからビデオの音声
が出力されます。

●ビデオの音声がFM放送と混信する場合は、
ほかの送信周波数に変えてください。
( 39ページ)

メ モ

3 ナビゲーションまたは
ビデオの音声を出力する

■ナビゲーションのガイド音声を聞く場合
CD-ROMナビゲーションのガイド音声は、
カーステレオのスピーカーから出力され
ません。内蔵のスピーカーから出力して
ください。
( 44ページ)

■ビデオの音声を聞く場合
音声出力の設定を“VTR”にすると(
38ページ)、カーステレオのスピーカーから
ビデオの音声が出力されます。

※1 CD-ROMナビゲーションが20ピンRGB入力に
接続されていないときは、ナビゲーションには切
り換わりません。

※2 映像入力の設定がONになっていないときは、VTR
には切り換わりません。( 38ページ)

● RCA映像/音声入力にナビゲーションを接続した
場合は、ビデオとして扱われます。

メ モ



本機と組み合わせるメインユニットについて
メ
イ
ン
ユ
ニ
ッ
ト

で
操
作
す
る AUDIO MASTERモードでは、本機のテレビの操作は、本機とメインユニットで行います。

28

組み合わせるメインユニットの種類について
本機をコントロールできるメインユニットは、操作方法の違いによって、3種類に
分けられます。

q本機をテレビソースとしてコントロールするメインユニット ( 次ページ)

DEX-P1/DEH-P9000/DEH-P900/DEH-P707/DEH-P7000/DEH-P700/DEH-
P5000/DEH-P505/DEH-P500

MEH-P9000/MEH-P707/MEH-P800/MEH-P5000

KEH-P600/KEH-P5000/KEH-P400/KEH-P303/KEH-P1000

FH-P9000MD/FH-P909MD/FH-P900MD/FH-P7000MD/FH-P707MD/FH-
P5000MD/FH-P505MD

FH-P700/FH-P6000/FH-P606/FH-P4000/FH-P404

w本機をエクスターナルユニット (EXT) としてコントロールするメインユニット
( 次ページ)

KEH-P300

e旧モデルのメインユニット ( メインユニットの取扱説明書)
[本機をテレビソースとしてコントロールします。]

DEH-P990/DEH-P660/DEH-P550/DEH-P99

DEX-P9/DEX-P7

KEH-P880/KEH-P770/KEH-P440/KEH-P330/KEH-P88/KEH-P77/KEH-P55
/KEH-P44/KEH-P33

FH-P80M/FH-P80

(旧モデルのメインユニットでのテレビの操作は、メインユニットの取扱説明書に記
載されていますので、そちらをご覧ください。)

メ モ

●本機をエクスターナルユニット (EXT) としてコント
ロールするメインユニット「KEH-P300」は、エク
スターナルユニットを2台以上コントロールするこ
とができません。本機を接続したときは、ほかのエ
クスターナルユニットは接続しないでください。

●「KEH-P300」がエクスターナルユニット (EXT)
としてコントロールするユニットには、本機のほ
かに、1枚型MD「MDS-P700」、マルチMD「MD-
P100II」、ボイスコントロールディスクセレクター
「CD-VC50」があります。



メインユニットでのテレビの操作は、次のメインユニットのボタン名称と、30ページの機能対
応表を参照して、行ってください。
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メインユニットでのテレビの操作

メインユニットのボタン名称

■ 例：「DEH-P7000」

■ 例：「DEH-P7000」に付属のリモコン

5 / ∞ ボタン

2 / 3 ボタン
Fボタン
ファンクション

SOURCEボタン
ソース

( 本体の BANDボタンと
同じ働きをします。)

BAND / ESCボタン
バンド /エスケープ

SOURCEボタン
ソース

1～6 のボタン

Fボタン
ファンクション

BAND ボタン
バンド

5ボタン

∞ボタン

2ボタン

3ボタン

A
U
D
IO
M
A
S
TE
R

●DEH-P7000以外のメインユニットをお使いの場合
は、メインユニットの取扱説明書を参考にして、
同じ機能のボタンで操作を行ってください。

●DEH-P7000以外のメインユニットの取扱説明書で
は、リモコンという名称をメインコントローラー
と記載されている場合があります。
本書では、メインコントローラーについてもリモ
コンとして、説明させていただきます。

メ モ
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メインユニットでのテレビの操作　(つづき)
メインユニット q 本機をテレビソースとしてコントロールするメインユニット※1 ( 28ページ)
メインユニット w 本機をエクスターナルユニット (EXT) としてコントロールするメインユニット

( 28ページ)

機能対応表

本 体

リモコン ※2

操 作

FUNC1 (プリセットスキャン※11

/BSSM)

5 ∞ FUNC2 (モノラル受信)
5 ∞ FUNC3 (音声切り換え)

FUNC4 (使用しない) ※13

TRACK (選局モード切り換え)

※4 1～6 (2秒以上) ※5

本 体

リモコン ※2

操 作

本 体

リモコン ※2

操 作

フ ァ ン ク シ ョ ン
モードの切り換え ※10

F

－
動 作

BSSM
5 ∞ MONO (モノラル受信)※12

5 ∞ MPX (音声切り換え)

SEEK (選局モード切り換え)

プリセット選局

(ダイレクト選局)

※5 1～6 ※7

－－－ ※6

※4 1～6 (2秒以上) ※5

バンド切り換え
` (バンド)

14
`/BAND

ソース切り換え
SOURCE/SO (ソース)

/SOURCE
－

SO (ソース)

※2 －－－ ※3

メインユニット q機 能 名 称 項 目 メインユニット w

` (バンド)

`

プリセット
メモリー ※4 －

本 体

リモコン ※2

操 作
－－－　※6 －－－

本 体

リモコン ※2

操 作－
※5 1～6 ※8

－－－

プリセット選局

(アップ/ダウン)
19

5 /∞ ※2 －－－ ※9

5 /∞ ※2 －－－ ※9

本 体

リモコン ※2

操 作
F

F F

メ モ
※1「DEX-P1」は、主にリモコンで操作をします。本
体には無く、リモコンだけのボタンもあります。

※2「DEH-P505」、「DEH-P500」、「KEH-P400」、
「KEH-P303」、「KEH-P300」は別売のリモコン
「CD-R66」で操作します。
「DEH-P5000」、「KEH-P5000」、「MEH-P5000」、
「KEH-P1000」は別売のリモコン「CD-R600」で
操作します。

※3「KEH-P300」は、本機をエクスターナルユニット
(EXT) としてコントロールします。そのため、別
売のリモコン「CD-R66」の ボタンでは、ソー
スをテレビに切り換えられません。

※4 記憶番号1～6に、気にいったチャンネルを、1チ
ャンネルずつ手動で記憶させることができます。

※5 プリセットメモリー機能では、記憶番号1～6まで
しか記憶させることができません。
(BSSM機能では、記憶番号1～12に記憶させる
ことができます。)

※6「DEX-P1」では、リモコンでもプリセットメモリ
ー機能およびプリセット選局を操作することができ
ます。

※7 プリセット選局 (ダイレクト選局) 機能では、記憶番
号1～6までしか呼び出すことができません。記憶
番号7～12に記憶したチャンネルを呼び出したい
ときは、プリセット選局 (アップ/ダウン) 機能を
お使いください。
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メ モ
※8 プリセット選局 (ダイレクト選局) 機能では、記憶番
号1～6までしか呼び出すことができません。記憶
番号7～12に記憶したチャンネルを呼び出したい
ときは、プリセットスキャン選局機能をお使いく
ださい。

※9「KEH-P300」ではプリセット選局 (アップ/ダウ
ン) を行うことができません。

※10「KEH-P300」は、ファンクションモードに切り
換えると、モード表示 (例“FUNC1”) が約2秒間
点灯します。モード表示が消えた後は“�”表示
が点滅して、ファンクションモードになっている
ことを知らせます。

※11プリセットスキャン選局は、記憶番号1～12に記
憶されているチャンネルを、約8秒間ずつ次々に
受信する機能です。見たいチャンネルをさがすと
きに便利です。

※12モノラルの操作は行えません。
※13FUNC4モードは、テレビの操作には使用しませ
ん。(このモードに切り換えて5/∞/2/3ボタンを
押しても、何も動作しません。)

※145ボタンを2秒以上押さなくてもBSSMが動作す
るメインユニットがあります。

次ページへつづく

本 体

リモコン ※2

操 作

MAIN
5 ∞ SUB

M＋S

5 AUTO (自動選局)

∞ MANU (手動選局)

5 /∞

選局モード
切り換え

2 /3

－

動 作
5 AUTO (自動選局)

∞ MANU (手動選局)

2 /3

音声切り換え 21

本 体

リモコン ※2

操 作
2 /3 5 /∞

2 /3

2 /3 2 /3

モード MPX FUNC3

動 作
MAIN

5 ∞ SUB
M＋S

モード SEEK TRACK/MANUAL

自動選局/手動選局 15
2 /32 /3本 体

リモコン ※2

操 作
2 /3 2 /3

本 体

リモコン ※2

操 作
BSSM 5 (2秒以上)※1418 5 (2秒以上)

5 (2秒以上)

メインユニット q機 能 名 称 項 目 メインユニット w

モード BSSM FUNC1

5 (2秒以上)※14

メ
イ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
で
操
作
す
る
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メインユニットでのテレビの操作 (つづき)

メインユニット q 本機をテレビソースとしてコントロールするメインユニット※1 ( 28ページ)
メインユニット w 本機をエクスターナルユニット (EXT) としてコントロールするメインユニット

( 28ページ)

(つづき) 機能対応表　(つづき)

x機能を
選ぶ

動 作

本 体

リモコン ※2

c学習
させる

FUNC1 (プリセットスキャン※11

/BSSM)

∞ ∞ FUNC2 (モノラル受信)
5 5 FUNC3 (音声切り換え)

FUNC4 (使用しない) ※18

A/M (選局モード切り換え)

5

BSSM
∞ ∞ MPX (音声切り換え)

5 5 MONO (モノラル受信) ※21

A/M (選局モード切り換え)

5

5 5

本 体

リモコン ※2

zモード
に入る

本 体

リモコン ※2

操 作

ファンクション ※13

プログラマブル
ファンクション ※16

ファンクション
※17

F (2秒以上)

－

F (2秒以上)

プリセット
スキャン選局 ※11

※12 －－－ ※15－ 5 /∞

5 /∞

メインユニット q機 能 名 称 項 目 メインユニット w

F (2秒以上)

F (2秒以上)

モード ※12 －－－ ※15 FUNC1

※12 －－－ ※15

本 体

リモコン ※2

2 /3

2 /3

2 /3

2 /3

v操作
する

本 体

リモコン ※2

※15 PGM ※19

※15 PGM ※19

※15 PGM ※20

※15 PGM ※20

メ モ
※1「DEX-P1」はリモコンをメインに操作します。本
体には無く、リモコンだけのボタンもあります。

※2「DEH-P505」、「DEH-P500」、「KEH-P400」、
「KEH-P303」、「KEH-P300」は別売のリモコン
「CD-R66」で操作します。
「DEH-P5000」、「KEH-P5000」、「MEH-P5000」、
「KEH-P1000」は別売のリモコン「CD-R600」で
操作します。

※11プリセットスキャン選局は、記憶番号1～12に記
憶されているチャンネルを、約8秒間ずつ次々に
受信する機能です。見たいチャンネルをさがすと
きに便利です。

※15メインユニットqではプリセットスキャン選局を行
うことができません。

※16よく使う機能をPGMボタンに学習させることがで
きます。学習させた機能は、モードを切り換えな
くても操作できるようになります。
(初期設定では、メインユニットqはBSSM、メイ
ンユニットw「KEH-P300」はFUNC1が学習され
ています。)

※17「DEH-P900」「DEH-P707」にはプログラマブル
ファンクションはありません。

※18FUNC4は、テレビの操作には使用しません。PGM
ボタンに学習させないでください。(学習させて
PGMボタンを押しても、何も動作しません。)
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メ モ
※19PGMボタンを押すごとに、記憶させた機能の
ON/OFFまたは設定が切り換わります。BSSM
機能の場合は、ボタンを2秒以上押すとBSSM
が始まります。

※20PGMボタンを押すごとに、記憶させた機能の
ON/OFFまたは設定が切り換わります。FUNC1
の場合は、ボタンを押している時間が2秒未満の
ときはプリセットスキャン選局がON/OFFし、2
秒以上のときはBSSMが始まります。

※21モノラルの操作は行えません。

メ
イ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
で
操
作
す
る
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設定メニューの基本的な操作　●設定

い
ろ
い
ろ
な

設
定
と
調
整 設定メニューでは、本機をより便利にお使いいただくために、各機能の設定や調整を行うこと

ができます。まず最初に、設定メニューの基本的な操作を覚えておきましょう。

34

ここでは、例として、映像のコントラスト (明暗) を調整する場合の説明をしています。

チェック ◆走行中は、設定メニューの操作はできません。

1 設定メニューを表示する

本体 リモコン

MENUボタンを MENUボタンを
2 秒以上押す 押す

設定メニューが表示されます。

MENUボタンを押すごとに次のように設定
メニューが切り換わります。

・画質調整

黒の濃さ
コントラスト
色の濃さ
色あい
明るさ

±　0
±　0
±　0
±　0
32

淡 濃

項目
調整

秒

画質調整

入出力設定

FMトランス
ミッター

フラップ設定

解除

画質や明るさの調整
( 36、37ページ)

映像入力/音声出力の設定

( 38ページ)

FMトランスミッターの設定

( 39、40ページ)

自動開閉/セットバック機能
の設定 ( 41ページ)

5/∞ボタン`ボタン

MENUボタン

CHボタン

2/3ボタン MENUボタンVOLUMEボタン



設定メニューの表示 / 項目の選択 / 決定
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メニューを表示する　●項目を選ぶ　●決定する

い
ろ
い
ろ
な
設
定
と
調
整

メ モ

●手順2の操作は、VOLUMEボタンを押しても
行えます。

●手順3の操作は、CHボタンを押しても行えます。

●AUDIO MASTERをお使いの場合は、FMトラン
スミッターは表示されません。

●設定メニューの解除は、メインユニットの`ボ
タンやメインユニットのモードに切り換えたリモ
コンの`ボタンでは操作できません。

2 設定・調整項目を
選ぶ

5または∞ボタンを押す

押すごとに設定・調整項目が切り換わります。

設定・調整をやめるときは、`ボタンを押
します。

・画質調整

黒の濃さ
コントラスト
色の濃さ
色あい
明るさ

±　0
±　0
±　0
±　0
32

低 高

項目
調整

3 設定・調整を
行う

2または3ボタンを押す

ボタンを押して、設定・調整を行います。

設定・調整内容が、切り換わ
ります。

設定・調整をやめるときは、`ボタンを押
します。

・画質調整

黒の濃さ
コントラスト
色の濃さ
色あい
明るさ

±　0
＋　6
±　0
±　0
32

低 高

項目
調整

4 設定・調整を
終わる

`ボタンを押す

設定メニューが消えます。

共
　
通
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黒の濃さ / コントラスト / 色の濃さ / 色あい

映像の明暗や色を調整する
映像の黒の濃さ、コントラスト (明暗)、色の濃さ、色あいを、お好みに合わせて変えることが
できます。

チェック ◆最初に設定メニューの基本操作を覚えましょう。( 34 ページ)

設定メニューの
[画質調整] を選ぶ2

調整を
行う4

調整する項目を
選ぶ3

MENUボタンを
押す

2または3ボタ
ンを押す

5または∞ボタ
ンを押す

・画質調整

黒の濃さ
コントラスト
色の濃さ
色あい
明るさ

±　0
±　0
±　0
±　0
32

低 高

項目
調整

・画質調整

黒の濃さ
コントラスト
色の濃さ
色あい
明るさ

±　0
±　0
±　0
±　0
32

淡 濃

項目
調整

それぞれ、-24～+24の範囲
で調整できます。

・画質調整

黒の濃さ
コントラスト
色の濃さ
色あい
明るさ

±　0
＋　6
±　0
±　0
32

低 高

項目
調整

調整する映像を
選ぶ1

V.SELボタンを
押す

調整する映像を表示させてく
ださい。

コントラスト
(明暗)

調整項目 2 側 3 側

黒の濃さ 黒が薄くなる 黒が濃くなる

色の濃さ 薄くなる 濃くなる

肌色が紫がかる 肌色が緑がかる

白黒の差が
小さくなる
(暗くなる)

白黒の差が
はっきりする
(明るくなる)

色あい

5/∞ボタン

MENUボタン

V.SELボタン

設定・調整をやめるときは、`ボタンを押します。

`ボタン

2/3ボタン

メ モ

●テレビ、ビデオ、ナビゲーションの映像で、調整
内容が別々に記憶されます。

●車のライトがOFFのとき (明るい昼間) と、ON
のとき (暗い夜間) でも、調整内容が別々に記憶
されます。(“明るさ”は別々に記憶することは
できません。)

●ナビゲーションの映像では、色の濃さと色あいは
調整できません。

●“明るさ”の調整のしかたは (次ページ)
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明るさ

液晶画面の明るさを調整する
周囲の明るさに合わせて、液晶画面を、自分の設定した明るさに自動的に調整することができ
ます。この機能により、常に液晶画面を自分好みの明るさにしておくことができます。

チェック ◆最初に設定メニューの基本操作を覚えましょう。( 34 ページ)

調整内容の記憶について
明るさは、明るい昼間（ :赤色）と暗い夜間
（ :黒色）の調整内容が別々に記憶されます。
その間の明るさは、周囲の明るさに応じて自
動的に調整されます。

い
ろ
い
ろ
な
設
定
と
調
整

共
　
通

設定メニューの
[画質調整] を選ぶ1

調整を
行う3

設定する項目の
[明るさ] を選ぶ2

MENUボタンを
押す

2または3ボタ
ンを押す

5または∞ボタ
ンを押す

・画質調整

黒の濃さ
コントラスト
色の濃さ
色あい
明るさ

±　0
±　0
±　0
±　0
32

淡 濃

項目
調整

5/∞ボタン

MENUボタン

設定・調整をやめるときは、`ボタンを押します。

`ボタン

2/3ボタン

周囲の明るさ（ ）

+1～+50の範囲で調整できま
す。値が大きいほど、液晶画
面が明るくなります。

・画質調整

黒の濃さ
コントラスト
色の濃さ
色あい
明るさ

±　0
±　0
±　0
±　0
40

暗 明

項目
調整

外光レベル

・画質調整

黒の濃さ
コントラスト
色の濃さ
色あい
明るさ

±　0
±　0
±　0
±　0
32

暗 明

項目
調整

外光レベル



い
ろ
い
ろ
な

設
定
と
調
整

38

入出力設定

映像の入力と音声の出力の設定をする
ビデオ (VTR) などをRCA映像/音声入力に接続した場合は、映像入力の設定を“ON”にする必要が
あります。また、カーステレオのスピーカーから出力される音声を切り換えることができます。

チェック ◆最初に設定メニューの基本操作を覚えましょう。( 34 ページ)

入出力設定について

映像入力
ビデオ (VTR) などをRCA映像/音声入力に
接続した場合は、必ずこの設定を“ON”に
してください。

音声出力
カースレテオのスピーカーから出力される
音声を切り換えます。映像とは別の音声を
出力することもできます。

NAVI MASTERモードの場合は、ナビ
ゲーションの音声ソースを“TV”に、
AUDIO MASTERモードの場合は、テレ
ビにしないと、「音声出力」は選ぶこと
ができません。

※1 映像入力の設定がONになっていないときは、VTR
には切り換わりません。

●CD-ROMナビゲーションをお使いの場合は、ナ
ビゲーションの音声は、カーステレオのスピー
カーからは出力されません。内蔵スピーカーから
出力してください。

●RCA映像/音声入力にナビゲーションを接続した
場合は、ビデオとして扱われます。

●RCA映像/音声入力に何も接続していないときは、
映像入力を“OFF”にしてください。

メ モ

設定メニューの
[入出力設定] を選ぶ1

設定を
選ぶ3

設定する項目を
選ぶ2

MENUボタンを
押す

2または3ボタ
ンを押す

5または∞ボタ
ンを押す

音声出力

・入出力設定

映像入力 OFF

項目 選択

5/∞ボタン

MENUボタン

設定・調整をやめるときは、`ボタンを押します。

`ボタン

2/3ボタン

音声出力

・入出力設定

映像入力 ON

項目 選択

音声出力

・入出力設定

映像入力 OFF

項目 選択

音声出力

調整項目 設定内容

映像入力

ON ビデオを接続した場合

OFF ビデオを接続していない場合

TV テレビの音声

GUIDE ナビゲーションのガイド操作

VTR ビデオの音声※1
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FMトランスミッターの設定

音声をFM電波で飛ばす
テレビ、ビデオの音声やナビゲーションのガイド音声をFM電波で飛ばし、その電波をFM
付きカーステレオで受信して聞くことができます。

チェック ◆最初に設定メニューの基本操作を覚えましょう。( 34 ページ)

メ モ

●FMトランスミッターを使用して、FM付きカー
ステレオで音声を聞いた場合、送信用アンテナの
取り付け場所やラジオのアンテナによっては、ノ
イズが出たり、感度が落ちる場合があります。

●FMトランスミッターを使用したときに、他の
FM放送と混信する場合は、手順3で他の送信周
波数を選んでください。

● FMトランスミッターの実用到達距離は約2 mです。
(法律により電波の強さが規制されています。）

●AUDIO MASTERモードの場合は、IP-BUSケー
ブルで本機とカーステレオを接続することができ
ます。この場合、FMトランスミッターの設定は
できません。(詳しくは 取付説明書)

FMトランスミッターを使わないとき
は、必ずOFFを選んでください。

FM付きカーステレオでの操作
カーステレオをFMに切り換え、受信周波数を
手順3で選んだ周波数に合わせると、本機の
音声が車のスピーカーから出力されます。
(手順3で77.5 MHzを選んだときは、FMの周
波数を77.5 MHzに合わせてください。）

い
ろ
い
ろ
な
設
定
と
調
整
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設定メニューの[FMトランス
ミッター] を選ぶ1

送信周波数を
選ぶ3

[周波数]  を
選ぶ2

MENUボタンを
押す

2または3ボタ
ンを押す

5または∞ボタ
ンを押す

レベル

・FM トランスミッター

周波数

項目 選択

OFF

5/∞ボタン

MENUボタン

設定・調整をやめるときは、`ボタンを押します。

`ボタン

2/3ボタン

OFF、76.4～78.4 MHzの
（0.1MHzずつ)中から選ぶこ
とができます。

レベル

・FM トランスミッター

周波数

項目 選択

±0

77.5MHz

レベル

・FM トランスミッター

周波数

項目 選択

±0

77.5MHz
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FMトランスミッターのレベル調整

FMトランスミッターのレベルを調整する
カーステレオで音声を出力させたとき、通常のFM放送と音量が違う場合は、FMトランス
ミッターのレベルを調整してください。（通常は調整しなくてもお使いいただけます。）

チェック ◆最初に設定メニューの基本操作を覚えましょう。( 34 ページ)

メ モ

● [FMトランスミッター］の設定 ( 39ページ)
がOFFになっているときは、［レベル］を選ぶこ
とはできません。

設定メニューの[FMトランス
ミッター] を選ぶ1

調整を
行う3

[レベル]  を
選ぶ2

MENUボタンを
押す

5または∞ボタ
ンを押す

レベル

・FM トランスミッター

周波数

項目 選択

±0

77.5MHz

5/∞ボタン

MENUボタン

設定・調整をやめるときは、`ボタンを押します。

`ボタン

2/3ボタン

・FM トランスミッター

項目 選択

レベル ±0

周波数 77.5MHz

●カーステレオのFM放送に対
して、本機の音量が小さいと
感じたときは、レベルを大き
くしてください。

●カーステレオのFM放送に対
して、本機の音量が大きいと
きや歪みを感じたときは、レ
ベルを小さくしてください。

2または3ボタ
ンを押す

-6～+6の範囲で調整できます。

・FM トランスミッター

77.5MHz

項目 選択

レベル ＋2

周波数
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自動開閉 / セットバック機能

モニターの立ち上げの設定をする
自動開閉機能やセットバック機能のON/OFFを設定します。

い
ろ
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ろ
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チェック ◆最初に設定メニューの基本操作を覚えましょう。( 34 ページ)

メ モ

●セットバック機能でモニター部を本体に押し付け
たときのモニター部の角度は、セットバック機能
を解除したときより下向きになります。

●セットバック時に、モニター部が車のボタンなど
の突起物に当ると、角度調節がうまくできない場
合があります。このような場合は、セットバック
の設定を“OFF”にしてください。

5/∞ボタン

MENUボタン

`ボタン

2/3ボタン 設定メニューの
[フラップ設定] を選ぶ1

設定を
行う3

設定する項目を
選ぶ2

MENUボタンを
押す

5または∞ボタ
ンを押す

セットバック

・フラップ設定

自動開閉 ON

項目 選択

OFF

設定・調整をやめるときは、`ボタンを押します。

・フラップ設定

自動開閉 ON

項目 選択

セットバック OFF

2または3ボタ
ンを押す

・フラップ設定

自動開閉 ON

項目 選択

セットバック ON

自動開閉
オートマチック車のシフトレバーが“P”
(パーキング) の位置のとき、自動開閉機能
でモニター部がシフトレバーに当ってしま
う場合や、モニター部の立ち上げを自動的
に行いたくない場合は、自動開閉の設定を
“OFF”してください。

セットバック
画面を後ろに下げて使用するときは、セッ
トバックの設定を“ON”にしてください。
セットバック機能は、モニター部を立ち上
げた後に、自動的にモニター部を後ろに下
げる機能です。
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ワイド画面の拡大のしかたを変える
4：3の映像を16：9の映像に拡大するときの方法を選ぶことができます。通常のテレビ番組
を見るときや、映画を見るときなど、お好みに合わせて切り換えてください。

メ モ
●映像で、設定内容が別々に記憶されます。

●映像画面のときに、ここで設定したワイドモード
の映像になります。

●ナビゲーションの映像は、ここでの設定に関係な
く常にフルになります。

●設定メニュー ( 34ページ) を表示しているとき
は、ここでの設定に関係なく常にフルになります。

●通常のテレビ放送の番組をフルで見るなど、映像
比率が異なるモードを選ぶと、本来の映像と見え
かたに差が出ます。

●本機を営利目的、または公衆に視聴させることを
目的として、画面モード切り換え機能（フル、ズ
ームなど）を利用して、画面の圧縮、引き伸ばし
などを行うと、著作権法上で保護されている著作
者の権利を侵害する恐れがありますので、ご注意
ください。

チェック ◆最初に映像を表示させてください。 ( 12 ～17、22 ～27 ページ)

ワイドモードを
切り換える

本体

リモコン

押すごとにワイ
ドモードが切り
換わります。

押すごとにワイ
ドモードが切り
換わります。

WIDEボタンを
押す

WIDEボタン

WIDEボタン

い
ろ
い
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な

設
定
と
調
整

フル

ジャスト

シネマ

ズーム

ノーマル

フルフルフル
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ワイドモード（フル/ジャスト/シネマ/ズーム/ノーマル）

フル
4：3の映像の左右
だけを拡大します。

ジャスト
中央付近は少し、両
端ほど横に拡大し
ます。

シネマ
フルとズームの中間
の比率で、上下を
拡大します。

ズーム
4：3の映像の上下、
左右を同じ比率で
拡大します。

ノーマル
4：3の映像をその
まま表示します。

テレビの4：3の映
像 (通常の映像) が
欠けることなく、
ワイド画面で楽しめ
ます。

4：3の映像を違和
感が少ない状態でワ
イド画面を楽しむこ
とができます。

字幕が映像の外に
ある、映画サイズの
映像 (横長の映像)
を楽しむモードです。

映画サイズの映像
(横長の映像) を楽
しむモードです。

通常の映像と同じ
ですので、違和感
がありません。

テレビの4 ：3 の映像
（通常の映像）

フルまたはジャスト
（シネマやズームにすると、映
像の上下が欠けてしまいます。）

映画サイズの映像
(横長の映像)

ズーム
（映画サイズの映像は、上下
に黒帯が付いていますので、
ズームが適しています。）

字幕が映像の外にある、映画
サイズの映像 (横長の映像)

シネマ
（ズームでは欠けてしまう、映
像の外の字幕を表示できます。）

字幕が映像の外にある映画

字幕が映像の中にある映画

この映像にはこのワイドモードをおすすめします

い
ろ
い
ろ
な
設
定
と
調
整
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スピーカーセレクト

内蔵スピーカーから出力される音声を選ぶ
内蔵スピーカーから出力される音声だけを、切り換えることができます。映像とは別の音声を
出力することもできます。

い
ろ
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チェック ◆最初に映像を表示させてください。 ( 12 ～17、22 ～27 ページ)

内蔵スピーカーの
音声を切り換える

本体

リモコン

押すごとに音声
が切り換わり
ます。

押すごとに音声
が切り換わり
ます。

SP.SEL ボタン
を押す

SP.SELボタン

SP.SELボタン
TV

VTR

GUIDE

テレビの音声

ビデオの音声※1

ナビゲーション※2

のガイド音声

※1 映像入力の設定がONになっていないときは、VTR
には切り換わりません。( 38ページ)

※2 ナビゲーションの電源がOFFまたは接続されてい
ないときは、「OFF」と表示されます。

●RCA映像/音声入力にナビゲーションを接続した場
合は、ビデオとして扱われます。

●テレビの音声やDVDナビゲーションのガイド音声
は、内蔵スピーカー (モノラル出力) 以外に、カース
テレオのスピーカー (ステレオ出力) からも出力する
ことができます。( 38ページ)

● CD-ROMナビゲーションをお使いの場合は、ナビ
ゲーションの音声は、カーステレオのスピー
カーからは出力されません。内蔵スピーカーから
出力してください。

●ナビゲーションが電源がONのときは、音声をTV
やVTRにしていても、ナビゲーションのガイド音
声および操作音がミキシングされて出力されます。

●DVDナビゲーションのオーディオミュート設定で、
ガイド音声出力時および音声認識時のミュートの
しかたを設定することができます。詳しい内容は、
DVDナビゲーションの取扱説明書を参照してくだ
さい。

メ モ
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モニターの正しい使いかた
付
録

取り扱い上のご注意
●モニター部に直射日光の当る状態で長時間
放置しておくと、高温になり、液晶画面が
故障する恐れがあります。本機を使用して
いないときは、本体にモニター部を収納し、
できるだけモニター部に直射日光が当らない
ようにしてください。

●本機は次の温度範囲内でお使いください。
使用温度範囲：－10度～＋50度
保存温度範囲：－20度～＋80度

●モニター部の液晶画面は、車内での視認性
向上のためにむき出しになっています。故
障する恐れがありますので、液晶画面を強
く押さないでください。

●モニター部を立ち上げたときに、モニター
部の上に物を置かないでください。また、
モニター部の角度調節や立ち上げ、収納を
手動で行わないでください。モニター部に
強い力が加わると故障することがあります。

●キズや汚れの原因になりますので、液晶画
面は触らないでください。

●モニター部を立ち上げたときに、モニター
部がエアコンの吹き出し口の近くに来る場合
は、エアコンの風がモニター部に当らない
ようにしてください。ヒーターの熱で液晶
が壊れたり、クーラーの冷気でモニター内
部に水滴が付いて故障する恐れがあります。
また、クーラーの冷気によりモニター部が
冷やされると、画面が暗くなったり、内部
に使われている小型蛍光管の寿命が短かくな
ることがあります。

●モニター部の立ち上げや収納のときに、物
をはさまないように注意してください。物
がはさまると、モニター部が動かなくなる
ことがあります。モニター部が動かなくな
った場合は、はさまった物を取り除いても
う一度0ボタンを押してください。

●助手席にエアバックなど安全装置装着車の場
合は、安全装置の作動に支障のないように
ご注意ください。

46
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液晶画面について
●モニター画面の中に小さな黒い点や明るく光
る点 (輝点) が出ることがあります。これは液
晶モニター特有の現象で故障ではありませ
ん。

●寒いところでお使いになるときは、電源を
入れた後、しばらく画面が暗いことがあり
ます。
時間がたつと正常な明るさに戻ります。

●モニター画面に直射日光が当ると、光が反
射して映像が見づらくなりますので、直射
日光をさえぎってください。

お手入れについて
●画面に付いたホコリやモニター部の汚れを清
掃するときは、電源を切ってから、柔らか
い布でから拭きしてください。

●画面を拭くときは、ツメで引っかかないよ
うに注意してください。画面にキズが付く
と映像が見づらくなります。

●化学ぞうきんをお使いの場合は、化学ぞう
きんに添付の注意事項をよくお読みくださ
い。

●ぬれたぞうきんは使用しないでください。ま
た、ベンジンやシンナーなどの揮発性の薬
品は使用しないでください。

小型蛍光管について
液晶画面を光らせるために、モニター部の内部
に小型蛍光管を使用しています。

●蛍光管は約1万時間お使いになると寿命にな
ります。(寒いところでお使いになると、寿
命が短くなることがあります。）

●蛍光管が寿命になると、画面が暗くなった
り、映像が映らなくなったりします。この
ときは、お買い上げの販売店またはお近く
のパイオニアサービスステーションにご連絡
ください。
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故障かな？と
思ったら

修理を依頼される前に、次
の表の内容をチェックして
ください。

チェックしても
直らないときは

本機をリセットしてくださ
い。( 次ページ)

それでも
直らないときは

保証書とアフターサービス
( 50ページ) をお読みにな
り、修理を依頼してください。

症　　状 原　　因 処　　置

電源が入らない。
動作しない。
画面が正しく表示されない。

各リード線や各コネクターが
正しく接続されていない。

正しく確実に接続されているかどうか、もう一度
確認してください。( 取付説明書)

車のエンジンスイッチをOFF
にしてもモニター部が収納さ
れない。

DVDナビゲーションの電源が
入っていない
(NAVI MASTERモードのとき)

DVDナビゲーションの電源が入っていないと、本機は
動作しません。DVDナビゲーションの電源を入れて
ください。( DVDナビゲーションの説明書)

自動開閉機能をONにしてください。
( 41ページ)

自動開閉機能が解除されて
いる。

映像の色が薄い。または濃い。 ［色の濃さ］または［色あい］
の調整が適切でない。

［色の濃さ］を調整してください。( 36ページ)

［コントラスト］の調整が適切
でない。

［明るさ］を調整してください。( 37ページ)

液晶特有の現象で、故障では
ありません。

液晶モニターは、周囲の温度が低いと画面が暗く
なることがありますので、ヒーターで車内の温度
を上げてください。

映像の色合いがおかしい。

映像が明るい。映像が暗い。

車内の温度が低い。

カーステレオの音量を調節してください。
( カーステレオの説明書) 

［明るさ］の調整が適切でない。

液晶画面の中に、小さな黒点
や輝点がある。

カーステレオの音量を下げて
いる。

メインユニットのソースが適
切でない。

液晶画面が暗い。

音声が切り換わらない。
(NAVI/AUDIO MASTERモードのとき)

［色あい］を調整してください。( 36ページ)

■共通項目

音が出ない。
音が小さい。

FM付きカーステレオの受信周
波数が合っていない。
(TV MASTERモードのとき)

FMトランスミッターの設定が
“OFF”になっている。
(TV MASTERモードのとき)

FMトランスミッターの送信周波数を“OFF”以
外に切り換えてください。
( 39ページ)

———

ワイド画面特有の現象で、
故障ではありません。

映像がキザキザに表示される ———

本機の送信周波数とFM付きカーステレオの受信
周波数を合わせてください。
( FM付きカーステレオの説明書)

［コントラスト］を調整してください。
( 36ページ)

メインユニットのソースを切り換えてください。
( メインユニットの取扱説明書)

モード切り換えスイッチの設
定が適切でない。

組み合わせたシステムに合ったモードに切り換え
てください。( 取付説明書)

カーステレオのラジオが聞き
づらい。

FMトランスミッターを使用し
ないときに、FM トランス
ミッターの設定“OFF”以外
になっている。

FMトランスミッターを使用しないときは、FM
トランスミッターの設定“OFF”にしてくださ
い。( 39ページ)
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症　　状 原　　因 処　　置

テレビの映りが悪い。
“ジージー、ザーザー”という
雑音が多い。

チャンネルが合っていない。
チャンネルを正しく合わせてください。
( 13、15、17ページ)

自動選局できない。

放送局の電波が弱い。
他のチャンネルを選局してみてください。
( 13、15、17ページ)

周りに障害物があるなど、受
信状態が良くない。

受信状態が良くなると、映りが良くなり、雑音が
少なくなります。

強い電波の放送局がない。 手動で選局してください。( 13、15、17ページ)

■テレビ

リセットについて

リセットボタンは、本機のマイコンをリセットす
るボタンです。次のようなときに、リセットボタ
ンを押してください。

●接続が終わった後。

●モード切り換えスイッチを切り換えたとき。

●本機が正しく動作しないとき。

●画面が正しく表示されないとき。

なお、リセットボタンを押すと、本機は初期状態
に戻ります。本機の記憶 (チャンネルのプリセッ
トや映像のコントラストの設定など) が消去され
ますので、もう一度セットし直してください。

ボールペンの先などで、リセットボタンを押し
ます。

リセットボタン

リセットボタンの押しかたリセットボタンについて
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保証書

保証期間

保証期間中の修理
について

保証期間経過後の
修理について

補修用性能部品の
最低保有期間

ご質問、ご相談は

保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記入されていること
をお確かめのうえ、ご購入の際に販売店より受け取ってくだ
さい。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失したりすると、
保証期間中でも保証が無効となります。記載内容をよくお読み
のうえ、大切に保管してください。

この製品の保証期間は、お買い上げの日より1年間です。

万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当社保証
規定に基づき修理いたします。お買い上げの販売店または
お近くのパイオニアサービスステーションにご連絡ください。
所在地、電話番号は、本機に付属の「ご相談窓口・修理窓口の
ご案内」をご覧ください。

お買い上げの販売店またはお近くのパイオニアサービスステー
ションにご相談ください。修理すれば使用できる製品について
は、ご希望により有料で修理いたします。

当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち切り後最低6年間
保有しています。(性能部品とは、その製品の機能を維持する
ために必要な部品です。）

本機に関するご質問、ご相談はパイオニアお客様相談センター
または、お買い上げの販売店にお問い合わせください。



■TVチューナー部
受信チャンネル ：
実用感度 ：
映像S/ N ：

映像雑音制限感度：
クロストーク ：

S/ N ：
ステレオ
セパレーション：
外部映像

入力レベル：
外部音声
最大入力レベル：
外部音声
最大出力レベル：
アンテナ入力 ：
FMトランスミッ
ター使用周波数：

■モニター部
画面サイズ ：

画素数 ：
方式 ：

エッジライト ：
使用温度範囲：
保存温度範囲 ：
内蔵スピーカー ：

■共通部
使用電源 ：

アース方式 ：
最大消費電流 ：

■外形寸法
取付寸法 ：

ノーズ寸法 ：

モニター部 ：

リモコン ：

■質量
本体 ：
リモコン ：

■付属品
リモコン ：
リチウム電池
(CR2032) ：
コード類 ：
取付化粧パネル ：
取付ネジ類 ：
取扱説明書 ：
取付説明書 ：
安全上のご注意 ：
保証書 ：
ご相談窓口・修理窓口の

ご案内：

VHF 1～12 ch、UHF 13～62 ch
20 dBf (75 Ω、モノラル音声)
40 dB以上 (65 dBf 映像入力、
白100 %)
51 dBf
主 → 副　35 dB 以上
副 → 主　40 dB 以上
60 dB (IHF-Aネットワーク)

30 dB (1 kHz)

1 Vpｰp/75 Ω

1 V/22 kΩ

1 V/1 kΩ
4 chダイバーシティ

76.4～78.4 MHz

7.0インチワイド (有効表示
面積：87×154 mm)
336,960画素 (234×1,440)
TFTアクティブマトリクス方式、
透過型
冷陰極コの字管
－10 ～ ＋50℃
－20 ～ ＋80℃
φ36 mm

DC 14.4 V (10.8～15.1 V
使用可能)
マイナスアース方式
2.0 A

178 (W) ×50 (H) ×
165 (D) mm
172 (W) ×47 (H) ×
20 (D) mm
171 (W) ×128 (H) ×
24 (D) mm
40 (W) ×92 (H) ×
6 (D) mm

1.8 kg
20 g (電池含む)

1

1
1
1式
1
1
1
1
1

1

仕様

メモ

●上記の仕様および外観は予告なく変更することが
あります。また、この説明書の中のイラストと実
物が、一部異なる場合があります。

●本機は日本国内専用です。放送規格の違う外国で
はご使用になれません。
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お客様ご相談窓口 (全国共通フリーフォン)

お客様相談センター
●カーステレオ/カーナビゲーション製品に関するお問い合わせ窓口
●家庭用オーディオ/ビデオ製品に関するお問い合わせ窓口
●カタログのご請求に関する窓口
＜ご注意＞ ●ＰＨＳ、携帯電話、自動車電話、列車公衆電話、船舶電話、ピンク電話、および海外からの

国際電話ではご利用になれません。あらかじめご了承ください。

●修理に関しては、別添えの『ご相談窓口・修理窓口のご案内』をご参照ください。

この説明書は、再生紙を使用しています。

© パイオニア株式会社 1999
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